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　今日の組織は，かつてないほどの
不確実性と複雑性に直面しており，
組織・チームの変化対応や有効性の
向上に向けて人々が知識や意見，質
問，懸念などをタイムリーかつ率直
に提供するよう促す必要性がある。
そこで注目されているのが心理的安
全性である。心理的安全性とは，チ
ーム風土の一つで「『このチームで
は対人関係上のリスクを取っても安
全である』という信念を共有してい
ること」と定義されており，心理的
安全性があることでチームメンバー
はチームの有効性向上に向けて率直
な意見や素朴な疑問の共有を恐れる
ことなくできるようになる 1。近年
ではこの心理的安全性が産業・組織
心理学や社会心理学，教育心理学と
いった心理学領域をはじめ，経営学
や教育学，医療・福祉といったさま
ざまな領域で研究がなされている。

心理的安全性との出会い

　私はこの心理的安全性の重要性を
大学体育会の活動で身をもって経験
した。私が主将としてチームをまと
める際，「誰も何も言ってくれない」
という課題に直面した。一人ひとり
個別に意見を聞けばみんな意見を伝
えてくれるのに，それがチーム内に
共有されず，リーダー陣ばかりが疲
弊していた。そこで私は「いいチー
ム」とは何か？について向き合った。

その答えの一つが心理的安全性だ
った。チームメンバーは意見を「言
わない」のではなく，嘲笑されたり，
自身の評価が下がったりすることを
恐れて「言えない」のだと気づいた。
実際に心理的安全性はすでに多くの
先行研究でチームの有効性を高める
ための土壌部分として機能すること
が実証されている。学部を卒業した
私は，これを心理的安全性研究が未
発達であったスポーツ領域で活用し
たいと考えた。しかし，どのように
スポーツチームの心理的安全性を醸
成すればいいのか，手段を知らなか
った。そこで分野横断で心理的安全
性の介入研究をレビューし，介入手
法の開発に必要な観点を整理した 2。
そして，整理した観点を反映する介
入手法の設計に着手した。

分野横断で心理的安全性の
向上に挑む

チームの心理的安全性はチーム風
土の一つであり，メンバー個々人の
認識が共有されてはじめてチームの
心理的安全性となる3。つまり，チ
ームの心理的安全性は目に見えない
存在であり，直接介入することがで
きない。介入するのはチームメンバ
ーの相互作用や共有メンタルモデル
の変容である。そこで私はチームの
心理的安全性の介入手法を開発する
ために，元々はソフトウェア工学で

用いられてきた能力成熟度モデルと
いう組織のプロセス改善モデルか
ら着想を得て手法を開発した4。私
はこの手法を「心理的安全性能力成
熟度モデル（PS-CMM）」と名付け
た。PS-CMMはチームの心理的安
全性の向上に向けた取り組み実践
を単発・散発で終わらせるのではな
く，取り組みの成熟度という観点か
ら継続的にチームの心理的安全性の
向上に向けたチームメンバー間の相
互作用変容に向けた取り組み実践を
改善できる手法である。そして現在
は，PS-CMMのアップデートに向け
て，経営学のチームトレーニング研
究や組織学習理論を援用しながら改
善を図っている。

おわりに

　私が考える「いいチームとは何
か」についての明確な定義はまだで
きていない。ただ，心理的安全性は
その一要素となりうる。引き続き心
理的安全性の醸成に向けて，分野横
断的な視点から「正しさ」と「有用
さ」が両立する手法の開発に取り組
みたい。そしていつの日か「いいチ
ーム」とは何か，そしてどのように
作って行くことができるのかを語る
ことができる日に向けて研究に励み
たい。
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